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令和３年度鳥取県特別支援学校技能検定の実施結果について 
 

特 別 支 援 教 育 課  

令和３年１０月２０日 

 

１ 実施期日  令和３年１０月１３日（水）・１４日（木）午前９時５０分から午後３時まで 

 

２ 会  場  県立琴の浦高等特別支援学校（東伯郡琴浦町赤碕１９５７－１） 

 

３ 参 加 者  県内特別支援学校高等部生徒５２名 

        （白兎養護学校１０名、倉吉養護学校９名、米子養護学校１３名、琴の浦高等特別 

援学校２０名） 

 

４ 実施内容  喫茶サービス部門・清掃部門 

 

５ 審査委員長総評 

（１）喫茶サービス部門（喫茶サービス部門：林審査委員長） 

丁寧な言葉遣いがよかったです。マスクをしての接客で、笑顔で接客することは難しいかもしれ

ませんが、声のトーンを明るくすることで、お客様に良い印象を与えます。メリハリをつけた動き

を今後意識して接客してください。 

（２）清掃部門（清掃部門：照下審査委員長） 

受検者のレベルが上がってきています。清掃は、どんな仕事に就いても、必ず必要となってくる

ものです。基本的な清掃技術を忘れず、この検定をとおして学んだことを今後の仕事や生活に生か

していってほしいです。 

 

６ 生徒の感想 

・ケアレスミスがあって、そこで減点されてしまったので、来年は１級がとれるようがんばりたいです。 

・学校だけではなく、家でも練習しました。１級がとれてよかったです。（喫茶サービス部門） 

・検定では、練習したことを最大限に発揮することができました。これで満足するのではなく、さらな

るレベルアップをしていきたいです。（清掃部門・マスター検定（床及び机上清掃）） 

 

７ 認定者 

 清掃部門  喫茶サービス

部門 マスター検定 

（床及び机上清

掃） 

マスター検定 
（じゅうたん床清掃

及びガラス・窓枠清

掃） 

チャレンジ検定 

（床清掃） 

チャレンジ検定
（じゅうたん床清

掃） 

 

受検者数 ９名 １名 １８名 １名 ２３名 

１級 ７名 １名 ４名 １名 １名 

２級 ２名 ０名 １１名 ０名 ７名 

３級 ０名 ０名 ２名 ０名 ４名 

４級 ０名 ０名 １名 ０名 ８名 

５級 ０名 ０名 ０名 ０名 ３名 

６級 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

７級 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

８級 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

９級 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

１０級 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

 

８ その他   

清掃部門では、難易度の高いマスター検定において、１級取得者が増えた。また、チャレンジ検 

  定においても１級取得者が増え、全体的にレベルが高まった。喫茶部門では、状況判断をする課題

が新たに加わったが、受検者は練習を積み重ね、状況を見て適切に対応することができた。 


